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第 1 回～ 1 9回 富 山 医科薬科大学学術集会 （題名 ）
第 1 回 就 任 講 演 昭和59年 1 月 9 日 （月）
「胸痛発作時 に 心臓に は 何が起 る か 7 」
内科学 第 2 講座 篠 山 重 威 教 授
司 会 医学会 々 長 ｛左々 木 博 教 授
第 2 回 最 終 講 義 昭和59年 2 月 13 日 （月）
「 ヒ ト ヘモ グ ロ ビ ン を指標 と す る 人 ・ 獣血鑑別 に つ い て 」
法 医学講座 大 谷 勲 教 授
司 会 生化学講座 藤 岡 基 二 教 授
第 3 回 「Physiology of Synapse」 昭和59年 4 月 1 6 日 （月）
New York 州 立大学 名 誉教授 Sir John C. Ecclea ↑専 士
Max Plank 研究所特別研究員 (1963年 ノ ーベル医学生理学賞受賞者）
司 会 生理学第 2 講座 小 野 武 年 教 授
第 4 回 就 任 講 演 昭和59年 9 月 1 7 日 （月）
「血液型 の研究 と 鑑定」
法医学講座 滝 沢 久 夫 教 授
司 会 薬理学講座 中 西 頴 央 教 授
o 退官送別 懇親会 「須藤修作先生 を 囲 む会」 昭和60年 3 月 18 日 （月）
「数学 よ も や ま の は な し 」
一般教育 須 藤 修 作 教 授
第 5 回 （第 1 回 富 山 医科薬科大学医 学会総会 に併 催 ） 昭和59年 1 2 月 1 日 （士）
1 . 特 別 講 演
「 日 本の風土病 、 世界の風土病」
佐 々 』寸主ー 学 長
司 会 医学会 々 長 佐 々 木 博 教 授
2 . シ ン ポ ジ ウ ム
「 高血圧の病態 に 関す る 基礎 と 臨床」
司 会 附属病 院長 台民 谷 朗 副学長
病理学講座 小 泉 富 美朝 教 授
( 1 )  高血圧 自 然発症 ラ ッ ト 動脈壁の超微形態 的免疫電顕的検索
解剖学講座 2 木 村 通 郎 助教授
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( 1 )  腎性高 血 圧 、 と く に 偏 腎性高血圧症 の 組織像 に つ い て
病理学講座 2 若 木 邦 彦 助教授
(3) 高 血圧の疫学 と そ の遺伝生化学的指標
保健医学講座 鏡 森 定 信 助教授
(4) 高血圧症 に お け る vasoactive substance 
泌尿器科学講座 中 田 瑛 浩 助教授
(5 ） 腎 臓 と 高 血 圧
内科学講座 2 主『司告「 田 正 信 講 師
(6） 動脈硬化性疾 患 患 者 に お け る 高血圧症
外科学講座 1 上 山 武 史 助教授
第 6 回 最 終 講 義 昭和60年 1 月 28 日 （月）




























座 岡 本 宏 教 授
司 会 生化学講座 藤 岡 基 一 教 授
第 7 回 就 任 講 演 昭和60年 9 月 9 日 （月）
「 グ リ シ ン 開 裂酵素 系 －触媒機構 と 酵素障害一」
生化学講座 平 賀 紘 一 教 授
第 8 回 （ 第 2 田 富 山 医科薬科大学医 学会総会 に併催） 昭和60年 1 2 月 7 日 （士）
1 . 特 別 講 演
「医学の領域に お け る 生命工学 の 展開」
和漢 薬研究所長 3火 回 主Eコ主 教 授
司 会 医学部解剖 学講座 松 田 健 史 教 授
2 . シ ン ポ ジ ウ ム
「呼吸器感染症 の現状」
病理学講座 北 ） ｜ ｜ 正 信 教 授
百 会
第 1 内 科 加 藤 弘 巳 講 師
( 1 )  小児気管支哨息 の 臨床
小児科 五十嵐 隆 夫 講 師
(2) 日客疾 お よ び咽頭粘 液細菌検査の現状
細 菌 ・ 免疫学講座 山 岸 高 由 助教授
(3) 内科領域 に お け る 肺感染症 の現状
第 1 内 科 水 島 豊 講 師
(4) 肺感染 、 肺機能低下 患者 の麻酔
手術部 佐藤根 敏 彦 助教授
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( 5) 病理解剖 か ら み た 最近 の 肺 炎
病理学講座 輪 淳 夫 助 教授
第 9 回 最 終 講 義 昭和61年 2 月 8 日 （土）
「疫学 と 実験医学」
保健医学講座 渡 辺 正 男 教 授
司 会 公衆衛生学講座 加須屋 実 教 授
0 今 日 の 医学講座 「肥満 は 病 気 であ る 」 昭和61年 5 月 16 日 幽
千葉大学 佐 藤 博 名 誉教授
司 会 第 2 外科 藤 巻 雅 夫 教授 （ 富 山 市 医師会館 ）
第10回 昭和61年 5 月 28 日 休）
プ ロ ス タ グ ラ ン デ ィ ン と 疾患 一前駆体の脂肪酸 と の 関 わ り に つ い て一
Professor of New York Medical College 
1982年 ノ ーベ ル医学 ・ 生理学賞受賞者 John R. Vane ↑専士
司 会 附属病 院長 熊 谷 朗 副学長
第 1 1 回 官官�＝三官ま守主 合同公開 セ ミ ナ ー管理棟大会議室 問6年 7 月 23 日 附
主題 ： The Environment and Human Health 
司 会 ： Sasa, Manabu (Toyama Medical and Pharmaceutical University) 
演題 ：
1) Woodward, R. Craig and 1入Toodward, Theodore E. (University of Maryland) 
引Tsutsugamushi disease ; treatment and prevention, 1948 to 1968” 
2) Rall, David, P. (National Institute of Environmental Health Science) 
"The environment and human health" 
3) Kagamimori, Sadanobu, Katoh, Terutaka and Kasuya, Minoru (Dept. of Community 
Med. & Dept. of Public H ealth, Toyama Med. & Pharm. Univ.) 
"The longitudinal monitoring of atmospheric environment and health using plant 
indicators" 
4) Kitagawa, Masanobu (Dept. of Pathology, Toyama Med. & Pharm. Univ.) 
"Autopsy study on asbestos problem" 
5) Inoue, Kyoichi (Dept. of Internal Med., Toyama Med. & Pharm. Univ.) 
"Prevention of hepatitis B in medical personnel" 
6) Murakami, Gyokei, Igarashi, Takao and Okada, Toshio (Dept. of Pediatrics, Toyama 
Med. & Pharm. Univ.) 
"Common occurrence in Toyama of bronchial asthma induced by chironomid midges" 
討論参加者 ：
日 米医学協 力 会議 メ ン バー
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日 本 側 委 員
訪 紀 夫 東北大学名 誉教授
井 宏 昭 外務省北米局長
見 秀 雄 前長崎大学長
村 雄 一 前大阪大学長
藤 学 二 文部省審議官
村 英 一 厚生省保健医療局長
々 摩 富 山 医科薬科大学長
尾 忠 男 結核研究所名 誉所長






ニ ュ ー ヨ ー ク 大学教授
国 際 シ ュ リ ナー ス 研究所顧問
ウ、、 ア ー ジ ニ ア 大学教授
メ リ ー ラ ン ド 大学教授
エー ル大学教授
ア ルパー ト ア イ ン ス タ イ ン 大学教授
ケー ス ウ エ ス タ ン リ サー ヴ大学教授
NIE HS 所長
MIDP & NIAID 所長補佐官 （NIH)
NIH 所員
NIH 所員
米 国 側 委 員 等
Bennet, Jr. , I. L. 
羽Thedon, G. D. 
Hook, Jr., E. W. 
Woodward, T. E. 
Shope, R. W. 
Bloom, B. 
Carpenter, Jr. ,  C. C. J .  
Rall, D. P. 
Beck, E. S. 
Jordan, Jr. ,  W. S. 







































昭和61年 7 月 7 日 （月）就 任 講 演




司 会 脳 神経 外科学講座 I司Eコ 久 晃 教 授
第 1 3 回 就 任 講 演 昭和6 1 年 1 0 月 6 日 （月）
「呼吸 ・ 循環系に お け る 易病性 に 関 す る 疫学的研究」
保健 医学講座 鏡 森 定 信 教 授
司 会 公衆衛生学講座 加須屋 実 教 授
第 1 4 回 昭和61年10 月 1 1 日 （土）
「前額部脳溜 に つ い て 」
Thai 国， Chualong korn University 医学部長 Charas Suwanwela 教 授
司 会 脳 神経外科 I司Eコ 久 晃 教 授
第 1 5 回 昭和61年10 月 17 日 （到




























長任長 子 維 漢 教 授
司 会 第 2 内科 篠 山 重 威 教 授
第 1 6 回 （第 3 回 富 山 医科薬科大学医 学会総会 に併催） 昭和62年 1 月 17 日 （土）
シ ン ポ ジ ウ ム 「微細構造への ア プ ロ ー チ 一基礎 と 臨床 よ り 一」
解 剖 学 講 座
司 会
τii司「 屋 憲 教 授
皮 膚科学講座 諸 橋 正 昭 教 授
1 . 中 皮 に つ い て
解剖学講座 1 ri条Fミー 原 治 道 助 手
2 . ラ ン ゲ ルハ ン ス 細 胞 の 構造 と 機能 －免疫電顕か ら の ア プ ロ ー チ－
皮 膚科学講座 rW司. 橋 省 一 講 師
特別 発言 色素 脱失症 に お け る メ ラ ノ サ イ ト の 病 的 変化
－電顕的解析－
皮膚科学講座 諸 橋 正 昭 教 授
3 . 石綿関連疾患研究への 分析電子顕微鏡の応用
病理学講座 1 村 井 嘉 寛 助 手
特別 発言 新鮮伸展標本 と 新鮮凍結乾燥超薄切 片 に よ る
X 線微小部分析
解剖 学講座 2 高 屋 憲 教 授
4 . 糸球体基底 膜の anionic sites の電顕的観察
小 児科学講座 樋 口 晃 講 師
II 講座 馬 瀬 大 車南 助 手
追加 発言 腎疾 患 に お け る 免疫組織学的研究 － 内 科領域 よ り －
内 科学講座 2 飯 回 博 行 助 教授
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5 .  B 型 肝 炎 ウ イ ルス 関 連抗 原 お よ び S 抗原 の 肝 細 胞 内 局 在 と
病 態 に つ い て －免疫電顕に よ る 検討
f市川・’ロhH
講隆島内科学講座 3
昭和62年 3 月 30 日 （月）
「WHO の 組織 と 活動」 -WHO が 日 本，
第 1 7 回
と く に 貴 学 に 期待す る も の一」
Regional Director 
WHO R昭onal Office for the Western Pacific, Manila, Philippines 中 士↑専
宏
島
学長 （ 管理棟大会議室 ）』重乙寸一
3 の知 見
々
昭和62年 6 月 4 日 （村
小 児科領域 に お け る 遺伝性代謝異常に 関 す る 2 '
Professor of Biochemistry 
Hebrew University Israel 
佐司 会
第 1 8 回
Dr. Alisa Gutman 
教授 （ 管理棟大会議室 ）夫敏田岡
（ 第4 1 回 北陸医 学会総会） 昭和62年 9 月 6 日 （日）
会 場 富 山 医 科 薬 科 大 学
富 山 県 民 会 館
高 志 会 館
富 山 歯科総合セ ン タ ー
小 児科司会
第 1 9 回
総会 ・ シ ン ポ ジ ウ ム ・ 内科 （ A )
内 科（ B )  
外 科（ A )
外 科（ B )  
神 経 科 ・ 精 神 科
放 射 線 科 ・ 核 医 学 科
児 科
リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 医 学
脳 神 経 外 科
産 科 婦 人 科
形 成 外 科
臨 床 病 理
麻 酔 科
泌 尿 器 科
皮 膚 科
眼 科
臨 床 口 腔 外 科
（ 大 講 義 室 ）
( 1 0 2 講 義 室 ）
( 2 0 2 講 義 室 ）
( 2 0 3 講 義 室 ）
( 3 0 2 講 義 室 ）
( 3 0 3 講 義 室 ）
( 3 0 4 講 義 室 ）
( 4 0 3 講 義 室 ）
（ 大 会 議 室 ）
（ カ ン フ ァ レ ン ス ル ー ム （2) )
（ カ ン フ ァ レ ン ス ル ー ム （4) )
（ 臨 床 講 義 室 （ 1 ) )
（ 臨 床 講 義 室 （2) )
（ 富 山 県 民 会 館 3 0 4 号 室 ）
（ 富 山 県 民 会 館 4 0 1 号 室 ）
（ 高 志 会 館 2 0 6 号 室 ）
（ 富 山 歯科総合セ ン タ － 1 階会議室 ）



























































授教匡山奇J 1 1  富 山 医科薬科大学医学部長頭
シ ン ポ ジ ウ ム























と く に 花粉 ア レ ル ギ ー 症 に つ い て
公衆衛生学講座












3 ） ユ ス リ カ ア レ ル ギー












b ） 鼻 ア レ ル ギ ー
特 別 発 言
4 ） ア レ ル ギー性接触性 皮 膚 炎
5 ） 難治性気管支 哨 息
内科学講座
内ノ“’kd 
6 ） 薬剤性肝障害
